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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化粧料を口唇に塗布するための塗布用具と、該化粧料を収容するための容器とを備え、
該塗布用具が該容器の口部から該容器内に出入自在な口唇化粧料塗布具であって、
　前記塗布用具は、前記化粧料を付着させるための塗布部と、先端に該塗布部を連結した
支持軸を有しており、
　前記塗布部は、中央部に窪み部が形成された凹面を一表面に有する扁平体からなる基体
部を備え、該基体部はその表面全域が曲面のみで形成されており、
　前記塗布用具が前記容器内に挿入された状態において、前記塗布部の凹面が該容器の底
部方向を向くように、該塗布部が該支持軸の軸方向に対して傾斜している口唇化粧料塗布
具。
【請求項２】
　前記塗布部は、前記支持軸の延びる方向に長手方向を有し、該長手方向と直交する方向
に幅方向を有する縦長の形状で、該長手方向に延びる左右の側縁が、該長手方向の少なく
とも中央域において略直線状をなしかつ互いに平行になっており、
　前記容器の口部又はその近傍に、前記塗布部と接触しながら該塗布部の挿入・抜き出し
が可能な孔部を略中央部に有する弁部材が設けられている請求項１記載の口唇化粧料塗布
具。
【請求項３】
　前記孔部は円孔からなり、
　扁平体からなる前記塗布部は、前記凹面と対向する面が凸面になっており、
　前記塗布部の幅方向での断面視における前記凸面の曲率が、前記円孔の曲率と略一致し
ている請求項２記載の口唇化粧料塗布具。
【請求項４】
　前記塗布部が略円形の扁平体からなる請求項１記載の口唇化粧料塗布具。
【請求項５】
　化粧料を口唇に塗布するための塗布用具と、該化粧料を収容するための容器とを備え、
該塗布用具が該容器の口部から該容器内に出入自在な口唇化粧料塗布具であって、
　前記塗布用具は、前記化粧料を付着させるための塗布部と、先端に該塗布部を連結した
支持軸を有しており、
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　前記塗布部は、前記支持軸の延びる方向に長手方向を有し、該長手方向と直交する方向
に幅方向を有する縦長の形状で、かつ該長手方向に沿って湾曲している基体部を備え、該
基体部はその表面全域が曲面のみで形成されており、
　長手方向に沿って湾曲した前記塗布部は、凹状に湾曲した側の面が、前記化粧料の付着
面となっており、
　前記付着面においては、その幅方向中央域に、長手方向に延び、かつ幅方向断面が略山
形である凸条部が形成されており、略山形の該凸条部はその２つの斜面が、化粧料の保持
が可能な凹状の湾曲面をなし、
　前記塗布用具が前記容器内に挿入された状態において、前記塗布部の付着面が該容器の
底部方向を向くように、該塗布部が該支持軸の軸方向に対して傾斜している口唇化粧料塗
布具。
【請求項６】
　前記塗布部に形成された長手方向に延びる前記凸条部は、該長手方向の中央域における
高さが、該長手方向の先端域及び後端域における高さよりも低く、それによって、該中央
域においても化粧料の付着が可能になっている請求項５記載の口唇化粧料塗布具。
【請求項７】
　前記塗布部は、その長手方向に延びる左右の側縁が、該長手方向の少なくとも中央域に
おいて略直線状をなしかつ互いに平行になっており、
　前記容器の口部又はその近傍に、前記塗布部と接触しながら該塗布部の挿入・抜き出し
が可能な孔部を略中央部に有する弁部材が設けられている請求項５又は６記載の口唇化粧
料塗布具。
【請求項８】
　前記孔部は円孔からなり、
　前記塗布部は、前記付着面と対向する面が凸面になっており、
　前記塗布部の幅方向での断面視における前記凸面の曲率が、前記円孔の曲率と略一致し
ている請求項７記載の口唇化粧料塗布具。
【請求項９】
　前記基体部の表面に植毛処理が施されている請求項１～８のいずれか一項に記載の口唇
化粧料塗布具。
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